
１　行動計画に基づく平成２７年度の取組状況

【Ⅰ　生き方デザイン形成支援】
１　生き方デザイン形成（自分づくり）の支援
　（１）世代間・異年齢間交流の機会の促進
　（２）居場所づくり事業の充実
　（３）インターネット・スマートフォンによる弊害や薬物乱用の防止に関する取組の推進
　（４）キャリア教育の多面的推進及び就労体験の機会の提供
２　青少年のチカラを活かした社会づくり
　（１）青少年の自主的活動の支援
　（２）男女共同参画を進める取組の推進
　（３）市政や地域コミュニティへの参加の促進
３　情報共有のしくみづくり
　（１）青少年活動センターにおける青少年の体験・参加活動情報の集約・再発信
　（２）青少年活動センターから学校等への積極的な情報提供

【Ⅰ　生き方デザイン形成支援】

１　生き方デザイン形成の支援 青少年活動センターにおける地域交流事業
（１）世代間・異年齢間交流の機会の促進　 　46件（平成27年度実績）

⇒65件（平成32年度目標）
　（参考：57件（平成26年度実績））

主な事業名

東山（東山フェスタ）
ものづくりや表現活動を中心としたイベント
等。参加者１，３１７名

下京（しもせいフェスタ） 舞台発表，ブース出店等。参加者５２５名

南（フリーマーケット）
地域住民がセンターに来館するきっかけづく
りのフリーマーケット。参加者１，４１１名

学生ボランティアにお
ける学校サポート事業
の推進

教職を目指す学生や高い
専門的知識・技能をもった学
生を学校・幼稚園に派遣し，
教育活動の支援を行うことに
より，教育活動の一層の活性
化を図った。

受け入れ：２１９校・園（幼稚園・小学校・中学
校・高等学校・総合支援学校）
活動回数：２６，７２０回

(学校コミュニティプラザ事業） 利用人数：９０，８１３人

全市13ゾーンにおいて，コン
サートやふれあい祭りなどの
子どもからお年寄りまで幅広
い年齢の方が交流できる事
業を展開している。

利用回数：５，５４５回

事業概要等

青少年活動センターに
おける地域交流事業
の推進

学校開放事業
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（２）居場所づくり事業の充実
主な事業名

北（北こみまつり）
障害者との交流，コーラス・ダンス・ゲーム等
の発表。参加者４５５名

東山（ものづくりワークショッ
プ）

陶芸や木工等を体験する連続講座のワーク
ショップ。参加者１９７名

南（２０代話せるプログラム）
飲食を通じた２０代の交流プログラム。参加者
１５６名

（３）インターネット・スマートフォンによる弊害や薬物乱用の防止に関する取組の推進
主な事業名

青少年活動のリー
ダー，指導者の養成・
研修の取組の充実

中京（ユースワーカー養成・
資格講習）

若者支援の専門スタッフ養成の基礎研修。
参加者２４名

ケータイ教室を実施 ケータイ教室：１４３校

携帯電 話市民イ ンスト ラク
ターの養成・活動

啓発講座 ７５回

スマートフォン・ゲーム機等の
問題について，小中学生が
主体的に課題を理解して自
ら解決策を考え，保護者の課
題意識の向上及び家庭等で
の行動の支援にもつながるプ
ログラムを作成した。

学習プログラム「みんなで考えよう！スマート
フォン・ゲーム機とのつきあい方」の作成

「めざそう　買い物名人」を市内全小学校の
新小学５年生に配布

「めざせ！消費者市民！」を市内全中学校の
新入生に配布

「知っ得！消費者トラブル　京都買い物語」を
作成（２５，０００部）し，市内大学等に配布

「買い物シュミレーション学習キット」を作成（２
００セット）

大学生への消費生活
情報の提供

事業概要等

青少年同士が交流し，
情報共有できる機会の
提供

青少年の企画・運営に
よる「ユース・シンポジ
ウム」の開催

ユースシンポジウム２０１５　　参加者３４５名

「人生はサバイバル！！」

第１部　対談会「これが私の生きる道」

第３部　交流会

第２部　　「サバイバル」をテーマに経験談を聴き合い，自分を振り返る
　　　　　　（対話型ブースを展開）

事業概要等

インターネット・スマート
フォンに関する正しい
知識の普及のための
広報の充実

消費者教育教材を小中学
校，大学等に配布したほか，
消費者教育教材「買い物シュ
ミレーション学習キット」を作
成した。

若者向け消費者教育
冊子の作成・配布
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（４）キャリア教育の多面的推進及び就労体験の機会の提供
主な事業名

スチューデントシティ学習：全市立小学校
１６５校，１０，３５８名が学習実施

市立中学校 ・総合支援学校の計５９校，
５，８６７名が学習実施

「生き方探究・チャレン
ジ体験」推進事業の充
実

　中学生がそれぞれの興味・
関心に応じた勤労体験・職場
体験などの社会体験活動を，
校区を中心とした地域におい
て実施した。

全市立中学校７２校と総合支援学校５校の計
７７校，９，８０２名の生徒が３，６１８事業所の
協力のもと体験学習を行った。

青少年活動センターで活躍するボランティア数
２　青少年のチカラを活かした社会づくり 　763人（平成27年度実績）
（１）青少年の自主的活動の支援 ⇒970人（平成32年度目標）

　（参考：828人（平成26年度実績））

主な事業名

北（地域活性ボランティア）
地域のイベントへの参加や清掃活動。参加
者３２８名

南（ボランティア体験ＶoM’S）
地域のイベントへの参加や清掃活動。参加
者９０５名

伏見（にほんご教室）
日本語を母国語としない人たちへの日本語
学習支援活動。参加者４８９名

学まちコラボ事業採択件数：１４件

むすぶネットマッチング数：２４件

事業概要等

スチューデントシティ・
ファイナンスパーク事
業の推進

施設の中に実際の「街」を
再現し，子どもたちが現実の
生活により近い環境・条件の
中で，伝統文化や環境保全
等，京都市独自の視点を盛り
込んだプログラムによる体験
活動を通して社会の働きや
経済の仕組み，社会と自分と
の関わりなどを学んだ。

大学（学生）と地域の
交流の促進

「学まちコラボ事業（大学地
域連携創造・支援事業）」に
おいて，大学と地域が一体と
なったまちづくりや地域の活
性化を目的とした事業に対し
て支援金を交付した。また，
学生のサークル活動と地域
のお祭などをつなげる「むす
ぶネット」を展開した。

事業概要等

青少年活動センターで
のボランティア活動へ
の参加促進
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（２）男女共同参画を進める取組の推進

主な事業名

男女共同参画セン
ター（ウィングス京都）
を拠点とした，男女共
同参画講座の取組に
よる人材の養成と啓
発・情報提供の充実

　男女共同参画についての
理解を深めるための学習機
会として，講座や講演会を展
開した。

①みんなで考える男女共同
参画講座
　男女共同参画についての
基礎知識を身に付ける。
②各種講座・講演会
　生活に密着した様々な問題
を取り上げ，男女共同参画の
視点を養う。
③各種団体との連携事業
　大学や企業と連携し，より深
い内容を学習する。
④人材育成講座
　市民活動活性化の支援や
人材育成について学習す
る。

①定期開催：１２回
　 出前講座：２６回
②講座：９講座
　 講演会：２回
③講座　４講座
④講座　２講座

事業概要等
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（３）市政や地域コミュニティへの参加の促進 青少年が参画している附属機関等の割合
　11.7％（平成27年度実績）
⇒20％（平成32年度目標）
　（参考：12.2％（平成26年度実績））

主な事業名

・青少年モニターの募集：３３名

アンケート：２回

ワークショップ：２回実施

東山区役所（まちづくりカフェ
＠東山）

まちづくりに関心がある人が集い，活動。参
加者３２４名

上京区役所（学生パワーを活
かした福祉のまちづくり事業）

福祉に関する講習の学生たちによる企画・運
営。（子どもまつりで防災学習指導などを実
施）

右京区役所（右京区ジュニア
円卓会議）

子どもの目線から右京区のまちづくりを検討。
参加者２８名

区役所主催・共催事業
に お け る 学 生 ボ ラ ン
ティアの参加促進

東山区役所（東山区民ふれ
あい事業におけるボランティ
アの活用）

リユース食器運営ボランティアとして活動。参
加者２８名

３　情報共有のしくみづくり
（１）青少年活動センターにおける青少年の体験・参加活動情報の集約・再発信

ユースアクション認証事業数
　165件（平成27年度実績）
⇒190件（平成32年度目標）
　（参考：177件（平成26年度実績））

主な事業名

ユースアクションプラン
ロゴマークを活用した
事業の情報発信

青少年の事業参加を促進
するため，ユースアクションプ
ランの趣旨に基づく事業を募
集・認証する制度を運用し，
認証事業を取りまとめたリー
フレットを年２回発行するとと
もに，平成２５年７月からイン
ターネットでの配信を行った。

認証事業：１６５件
リーフレット発行部数：４０，０００部

東山（情報誌「ヒガシガシ」の
発行）

ボランティアの取材・編集による情報誌での
情報発信。年４回発行（各２，０００部）

伏見（ニュースレター「ふしみ
ん」発行）

青少年が作るニュースレターによる情報発
信。年３回発行（各２，５００部）

青少年の意見を市政
に反映する機会の推
進

事業概要等
青少年が市政やまちづくり

に参加する機会を増やし，市
政においても，青少年の視点
と意見を反映させ施策をより
充実したものとするため，「青
少年モニター」制度を実施し
た。

事業概要等

青少年による情報発信
の機会の充実
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（２）青少年活動センターから学校等への積極的な情報提供

主な事業名

ユースアクションプラン
ロゴマークを活用した
事業の情報発信＜再
掲＞

大学学生と地域の交
流の促進＜再掲＞

学生のサークル活動と地域
のお祭などをつなげる「むす
ぶネット」を展開した。

むすぶネットマッチング数：２４件

事業概要等

青少年の事業参加を促進するため，ユースアクションプランの趣旨に基づ
く事業を募集・認証する制度を運用するとともに，認証事業を取りまとめた
リーフレットを年２回発行し，中学・高校・大学等への配布を行った。
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【Ⅱ　困難を有する青少年がよりよく生きるための支援】
１　早期対応
（１）青少年施設の居場所機能の強化
（２）学校と連携した早期の情報提供と高校との連携強化
２　解決支援
（１）子ども・若者支援地域協議会の枠組みによる支援の重点取組
（２）子ども・若者育成支援を行う民間団体との連携強化
（３）子ども・若者総合支援の周知拡大
（４）適切な支援を行うための支援者の資質向上

１　早期対応
（１）青少年施設の居場所機能の強化

主な事業名

北（居場所づくり事業「ごぶＳ
ＡＴ」）

料理，ゲームを通じた交流。参加者１７９名

中京（居場所事業「街中コミュ
ニティ」）

料理，ゲーム，外出等を通じた交流。参加者
２９５名

東山（ヒガシヤマＤＥものづく
り）

創造工芸室の利用促進と利用者相互の交
流。参加者５１２名

伏見（アフターはふしみんへ） 園芸作業を媒介とした交流。参加者９１名

（２）学校と連携した早期の情報提供と高校との連携強化

若者サポートステーションの支援により就職した人数

130人（平成２７年度実績）
⇒140人（平成32年度目標）
（参考：１５３人（平成２６年度実績　※進学等進路決定者を含む））

主な事業名

進路未決定状態での
中学卒業者等の相談
窓口への誘導と支援

洛陽工業高校（全日制），伏見工業高校（全
日制，定時制），西京高校（定時制）に派遣：
延べ９４回

個別相談件数：延べ４２４件

青少年活動センターに
おける心の「居場所」
づくり事業の充実

青少年活動センター
等における中学生学
習支援事業

生活保護世帯や生活困窮世帯において進学を目指す中学生（主に３年
生）を対象に，ＢＢＳ会及び地域のＮＰＯ等の団体の協力を得て，大学生を
中心とするボランティアが中学生の学習支援を行った。

　北，左京，中京，山科，南，右京，西京，洛西，伏見，深草，醍醐

事業概要等

進路未決定状態で卒業又は中退する場合や，将来のつまづきにより支援
が必要となる場合等に，早期に継続的な相談・支援に結び付けられるよう，
「子ども・若者相談のしおり」を作成し，市立中学校3年生及び市立高校1年
生全員に配布するほか，府内の国立・府立・私立の高等学校及び通信・サ
ポート校等へ配布した。

若 者 サ ポ ー ト ス テ ー
ション事業の推進及び
高校連携専用窓口の
設置

京都若者サポートステー
ションに高校連携専用窓口を
設置し，中退者等をサポステ
へとスムーズにつなげるととも
に，必要に応じてキャリアコン
サルタントが高校を訪問し相
談に対応する。

事業概要等

7



２　解決支援
（１）子ども・若者支援地域協議会の枠組みによる支援の重点取組

　44％（平成27年度実績）
⇒70％（平成32年度目標）
　（参考：64％（平成26年度実績））

主な事業名
ニート，ひきこもり，不登校

など社会生活を円滑に営むう
えでの困難を有する子ども・
若者を総合的に支援するた
め，関連する分野の関係機
関で構成する「子ども・若者
支援地域協議会」を運営し
た。

協議会（支援コーディネーター）による支援件
数：１０８件

　

また，協議会における支援
全般についての主導的役割
を担う子ども・若者指定支援
機関（公益財団法人京都市
ユ ースサ ービス協会）と教
育，福祉，保健，雇用等の関
係機関や民間団体との連携
により，子ども・若者の社会的
自立に向けた総合的な支援
を行った。

支援コーディネーターによる支援活動
・本人や家族等との面接等による継続的な相
談
・ひきこもり等のケースへの訪問支援や手紙，
メール等による継続的な支援
・関係機関との個別ケース検討会議等の実
施
・支援機関への誘導等のための同行支援，
支援の進行管理

（２）子ども・若者育成支援を行う民間団体との連携強化

主な事業名

NPO等民間団体の子ども・若者支援促進事
業

　１１団体に対して助成

NPO等民間団体による活動紹介・交流会

　参加者数２１６名

ＮＰＯ等の民間支援団
体との連携強化

子ども・若者指定支援機関
が，ＮＰＯ等民間団体の実施
する子ども・若者の社会的自
立に向けた新規・充実事業に
助成を行う「ＮＰＯ等民間団
体の子ども・若者支援促進事
業」を実施するとともに，NPO
等民間団体による活動紹介・
交流会を開催した。

事業概要等

子ども・若者支援地域
協議会における取組
の推進

事業概要等

子ども・若者総合支援事業の取組により，自
立に向け改善した青少年の割合
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（３）子ども・若者総合支援の周知拡大

主な事業名
・子ども・若者総合相談窓口のチラシの区役
所等への配架，各局等における広報物への
掲載
・市民しんぶん，電光掲示板等による広報
・講演会及びＮＰＯ等民間団体による活動紹
介・交流会の開催（１１月）

・普及啓発物品（ポケットティッシュ）の作成，
配布

（４）適切な支援を行うための支援者の資質向上

主な事業名

開催回数：３回
延べ参加者数：１６１名

スーパーバイズの実施

子ども・若者総合支援事業
の個別ケースの支援を展開
する中で，子ども・若者指定
支 援 機 関 の 支 援 コ ー デ ィ
ネーターや子ども・若者総合
相談窓口相談員が，心理及
び社会福祉等の知識の補完
やアセスメント能力の向上を
図るため，専門家から助言・
指導を受けている。

実施回数：２２回

事業概要等

子ども・若者総合支援
事業研修

子ども・若者支援に携わる
支援者の資質向上及び関係
機関の連携強化等を目的と
して，子ども・若者支援地域
協議会の構成機関に所属す
る支援者とＮＰＯ等民間団体
の支援者を対象にした研修
会を開催した。

事業概要等

関係機関と連携した子
ども・若者総合支援の
周知拡大

関係機関との連携の下，
様々な機会を活用して，普及
啓発活動に取り組んだ。
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